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を
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る
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に
強
く
な
る
た
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に
必
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こ
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は
？

県内の気
になるコ

ト・モノ
を知れば
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っと面白
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大
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や
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に
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は
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も
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が
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毎
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に
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が
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が
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。
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被
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に
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と
、
本
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東
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の
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を
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と
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る
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が
連
動
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た
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、
地
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の
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を
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マ
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と
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、
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が
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可
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が
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ま
す
。
そ
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、
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は
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食
料
や
飲
料
水
と
い
っ
た
生

活
必
需
品
の
備
蓄
を
推
奨
し
て
い
る

ほ
か
、
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。

台
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も
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。
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発
生
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、
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に
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と
協
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し
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い
、
助
け
合

う
こ
と
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い
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。
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し
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、
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を
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続
け
る
よ
り
も
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は
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守
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は
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が
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。
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ど
が
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と
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、
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を
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を「
自
主
防

災
組
織
」と
い
い
ま
す
。
防
災
士
の

資
格
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、

平
時
に
は
そ
の
地
域
に
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独
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を
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、
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訓
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を
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。
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に
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被
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避
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を
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え
、
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ど
、
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る
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の
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ま
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活
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を
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、
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を
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避
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傷
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の
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で
も
、
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に
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に
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る
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援

が
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に
行
き
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合
も
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定
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
県
民

一
人
一
人
に
よ
る
、
日
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か
ら
の
災

害
へ
の
備
え
や
心
構
え
が
大
切
で
す
。

ゲーム感覚で防災を知る
リッカ！ヤールーキャラバン！

　NPO法人地域サポートわかさが2016年から始
めた防災イベント。阪神淡路大震災の教訓や知恵
を伝えるために誕生した防災イベントをアレンジ。
「消火」「救出」「備え」をテーマにしたプログラムを
ゲーム形式に仕立てていて、ゲームに参加すると
ポイントがもらえ、おもちゃと交換できるなど、
子どもたちも楽しみながら防災知識を学べる。

CASE 2

［ラジオ］

　台風や地震などの発生時に、地域にとって必要不可欠な
情報を即応して届けるコミュニティラジオ。2008年に開局
したFMよみたんでは、台風時に番組スケジュールを災害放
送に切り替え、役場や警察、消防、気象庁、停電情報のほか、
生活に必要な給油所や店舗の開店情報などを伝え、災害時
に必要な情報を放送する。東日本大震災を機に始まった防
災情報番組「災害時は786」は防災士がパーソナリティを務め、
自助・共助・公助など防災に備えた内容を放送している。

ラジオを通して地域とつながるコミュニティ放送局

CASE 3

［ 自治会 ］

　海抜3.2メートルと低く、多くの高齢者が暮らす糸満市の西
崎ニュータウンでは、自治会が中心となって2008年に自主防
災組織を結成。住民がすぐに避難できるように民間アパートを
一時避難場所として活用するため、管理する不動産業者と協定
を結ぶなど、自主的な防災活動を続けている。年２回の防災訓
練では住民に興味を持ってもらえるように、ドラム缶風呂や
ペット同伴の訓練など内容を工夫していて、200人以上の地域
住民が参加している。

住民の手で、防災に強いまちづくりを実現

ま
ず
は〝
意
識
す
る
〞こ
と
が
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の
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独
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取
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地
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の
安
全
は
地
域
で
守
る
！

プログラム内容を一部ご紹介！

NPO法人地域サポートわか
さでは、研修会の開催や資機
材を貸し出すなど、リッカ！
ヤールーキャラバン！開催に
向けたお手伝いをしている
よ。各地に防災の輪が広がっ
ていくといいね！

開催するには
どうしたらいいの？

食料品の備蓄や防災訓練に参加するなど、
普段から防災意識を持つことが大切。

住民同士で声を掛け合い、地域のつながりを深めて
いくことが「共助」につながる。

地震や津波など突然起こる災害は、
日頃の防災活動で乗り越えよう！  

災害時に地域を支えるさまざまな取組

進め！

進め！

まと め

NPO法人地域サポートわかさ
https://cs-wakasa.com/ryc/

糸満市・西崎ニュータウン自治会 FMよみたん
http://www.fmyomitan.co.jp/

ホームページ
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［ 防 災 ］

楽しく学ぶ！証言を基に開発した防災体験プログラム

ホームページ

（写真提供:NPO法人地域サポートわかさ）

（写真提供:糸満市）
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間を競う。
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